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地 域

＜年齢区分別人口＞

新治中部地区別計画策定委員会

　明治 41年横浜線開通と同時に中山駅が開業し、駅周辺に市街地が形成された。現在も中山駅を
中心に緑区総合庁舎や警察署などの行政機関、福祉保健施設があり、駅前には商店街などの商業施
設がある。また、横浜市営地下鉄グリーンラインが平成 20年 3月開通。
　一方、南側には県立四季の森公園や長坂谷公園があり緑豊かな環境となっている。

中山町、上山 1 ～ 3 丁目、寺山町、森の台、台村町

平成 22年（2010 年）9月末

●高齢化率 16.82％は、緑区の 18.51％より 1.69％、横浜市の 19.65％より 2.83％、それぞ
　れ低くなっている。

●年少人口（0歳～14歳）の割合15.46％は、緑区の14.78％より 0.68％、横浜市の 13.40％
　より 2.06％、それぞれ高くなっている。

新治中部
（％）

16.8215.46

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

2,335人
3,079人
21,794人
2,918人
2,058人

合 計 32,184人 合 計 177,073人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

13,477人
19,300人
118,114人
15,913人
10,269人

合 計 3,702,537人

75 歳～
65～74歳
15～64歳
6～14歳
0～5歳

318,878人
408,869人
2,478,327人
302,625人
193,838人

人口比率

人　口

緑区
（％）

18.51

66.7166.71

14.7814.78

横浜市
（％）

19.65

66.9566.95

13.4013.40

67.7267.72

高齢化率（65歳以上） 生産年齢人口比率（15歳～64歳） 年少人口比率（0～14歳）

新治中部地区　地区別計画
（平成 23年度～平成 27年度）

＜新治中部地区　地区別計画策定委員＞
（順不同、敬称略、○：委員長）

● ○岸　日出夫　　● 黒野　　繁　　● 土井　章男
● 　喜代永直明　　● 中藤　正夫　　● 正木きよ子
● 　村田　明雄　　● 岩間　仲博　　● 杉崎　正明
● 　田代　栄治　　● 佐藤　智洋　　● 山崎　高雄
● 　田中　雄一　　● 伊藤　武司　　● 古内　敏子
● 　河原喜美子　　● 南部　則子　　● 山田　敏雄
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通信 No. １発行 通信 No. ２発行 通信 No. ３発行

地区別計画策定委員会の開催状況　中山町自治会館

第 1 回
平成 22 年２月 13 日（土）

13：30 ～ 15：30
策定委員 15 名出席

『現在、新治中部地区では
どんなことに取り組んで
いるか』意見を出し合い

ました。

第 3 回
平成 22 年９月８日（水）

10：00 ～ 12：00
策定委員 15 名出席

『将来像や具体的に取り
組めそうなこと、取組主
体』など策定に向けて話

し合いました。

第 2 回
平成 22 年６月 28 日（月）

10：00 ～ 12：00
策定委員 15 名出席

地域の取組や課題につい
て『こんなまちにしたい・
これからできること』を
テーマに話し合いました。

防犯・防災に強い、安心できるまちにしたい

次世代につながるまちにしたい

【課　題】●世災害時など困ったときに、手助けをしてくれる人がいて欲しい。
　 　 　 　 ● 安全・安心に関心を持つ人が増えてきたので、その関心を活動につなげたい。
　 　 　 　 ●行方不明者が出たときに、地域で情報を共有できるようにしたい。

【５年間で取組んでいきたい事】

【５年間で取組んでいきたい事】

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康

キーワード

人材・
担い手 機会・場

情報

つながり

安全・
安心・
健康

＜実施主体＞地域防災拠点運営委員会
● 防災に関して、今後の地域の担い手となり得る中学生の『力』を活かすため、学校と連携していく。

● 中学生と『地域の防災』について、意見交換会を実施する。
● 防災訓練の平日合同（地域と学校）実施について検討する。
● 4 地域防災拠点の防災訓練を同一日に実施するよう検討する。

●毎年意見交換会を開催することで、次の計画を一緒に立てることを目指す。
●子どもたちの防災の意識を高めるように学校へ提案していく。

＜実施主体＞地域全体で取組
●団塊の世代等、幅広い世代に働きかけるには

● 顔見知りになって声をかけ、心のつながりをつくる。
● 運動会など地域のイベントを通じて仲間作りをしていく。
● 防犯パトロール等ふれあう機会をつくり、関係づくりを進める。
● 気楽に、普段着でできる自治会活動とし、参加しやすくする。
● 地域のボランティア活動に中学生に継続的に参加してもらう。
● 小学生に福祉体験の情報を提供する。

● 定期清掃に参加する人が増えている。定期清掃を広めることで、つながりができ、安否確認もできるようになる。
●自治会相互の情報を共有することで、自治会活動の協力を継続する。

＜実施主体＞連合自治会を中心に地域全体で取組む
●行方不明者が出たときに、地域で情報を共有できるように、関係者で集まって検討する。

【課　題】● 地域活動の担い手がいない。団塊の世代に地域の担い手になってもらいたい。
　 　 　 　 ● 次の世代の人材育成について考える必要がある。（小学生や中学生の親世代など）
　 　 　 　 ●団塊世代の地域デビューを手助けしたい。

みんなで力を合わせて　次世代につながる地域づくりを！
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